
4事業計画の検討内容
事業言1画案 夕麟 検議

(1)計画の概要 離岸堤+養浜十護岸補強 離岸堤+護岸補強

(2)参議霧勁時(*左欄に◎○△を相対評価で記入し、右欄に評価の理由を訓
①循環を基調とした持続的発展が可能な社会の構築
②人と自帰 と`もにある環境の保全

③安らぎ馴醸 のヽある快適な環境の創造

(3)-1

嚇 肪 止

①=2

廃棄物対策

Oi 3

夕趣暴覧の鯰

C卜4

その他重点項目

○

○

○

比較案に比べ離岸堤の規

模がださく被覆石用石材の使

用が少なくて済み、石切り場
の拡大が押さえられる。

既設堤防を撤去しないた

め発生廃棄物の減量ができ

る。

堤防前面にある既設消波ブ

ロックは、離岸堤の材料として

流用する。

背後住宅に影響を与えない

よう低振動・低騒音型の機械

による施工を計画する。

特になし

△

○

○

離岸堤の規模が大きくなるた

め、被覆石用石材の使用が多く

なり石切り場の拡大が懸念され

る。

既設堤防を撤去しないため発

生廃棄物の減量が縫 る。

堤防前面にある既設解 ロッ

クは、離岸堤の材料として流用す

る。

背後住宅に影響を与えないよう

低振動。低騒音型の機械による

施工を計画する。

特になし

②-1

野生生物等の生育

空間の確保

②卜2

希少な野生生物の

保護

②‐3

地形、地質等の改

変の抑止

②■1

その他重点項目

○

△

養浜工により砂浜、千潟に

生,息する値物、生物の生息区

域が溜 呆される。

特に無し

養浜工にあたっては現況

砂質に考慮した材料の使用

を検事}サ
｀
る

特になし

Ｏ

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

護岸補強、海上施工のみであ

るため現況に変化は生擁 い。

特に無し

養浜工が無いため地形の改変

は少ない。

特になし

③‐1

緑化、周辺数 の

調和

③ 2

親水等、ふれあい

空間づくり

③ 3

その他重点項目

○

○

計画案に比べて離岸堤規模が

大きくなり沖合の景観が悪化する

養浜工が無いためふれあい空

F●5の確保は図れない

ロ

上記以外の特記事

項
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